波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業

補助制度のご案内
[image: image1.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

内寸 1600 mm× 1200 mm 内寸 1600 mm× 1600 mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

現在の浴槽またぎの

高さ

mm

改修後の浴槽またぎ

の高さ

mm

設置する浴槽の跨ぎ高さが小さくな

る工事（おおむね40cm以下）

現在の床材の仕様 改修後の床材の仕様 滑りにくい材料を使用した工事

現在の水洗器具の名

称・仕様

改修後の水洗器具の

名称・仕様

レバーハンドル式蛇口の設置工事

ワンプッシュ式シャワー設置工事

改修後の窓の仕様 省エネ等級4相当の断熱工事

埋め込み型ｴｱｺﾝ等の

設置(ﾋｰﾄｼｮｯｸ対策)

■　浴室の改修



　■ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽへの改修

　商品名

（　　　　　　　　）

現在の壁等の仕様 タイル張り（断熱材なし）

現在の浴室縦横内寸

と面積

改修後の浴室縦横内

寸と面積

タイル張り

２ハンドル型混合栓

（商品名・型名AA-AAA）

550

改修後の面積が大きくなる工事

※ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ設置の場合を除く

1.92 2.56

A-1  A-2  B  C  D  E  F

省エネ等級4相当の断熱工事

改修後の断熱性能仕

様

100 mm

400

□ｶﾞﾗｽ単板入りの建具の二重構造 □ｶﾞﾗｽ単板2枚(中間空気層12mm以上)入り建具

■複層ｶﾞﾗｽ(空気層6mm以上)入り建具 □ｶﾞﾗｽ中央部の熱貫流率が4.00以下のもの

発砲ビニルシート

（商品名・型名AA-AAA）

浴室暖房機　BBB-0000

ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ付ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ型混合栓

（商品名・型名AA-AAA）

改　　修　　内　　容

ﾊﾞﾘｱﾌ

ﾘｰ・安全

型


目　　次
１．波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業・・・・ Ｐ1
２．補助金額の算出例・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ4
３．申請から補助金の支払いまでの流れ・・・・・・・ Ｐ６
４．申請などに必要な書類・・・・・・・・・・・・・ Ｐ７
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６．住宅リフォームの性能基準・・・・・・・・・・・ P ９
７．申請書類等記入例・・・・・・・・・・・・・・・ P19
１．波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業について
　【補助申請のできる方】

　　・町内に住宅を所有しており、かつ、その住宅に居住している者
　　・補助金の交付の申請をする時点で改修工事を行う住宅を所有し、当該住宅に居住していない者であって、当該住宅に居住することが確実である者
　　・過去にこの補助金を受けてない住宅に対する工事をすること。
　　※上記の者で、町税等を滞納していないことが条件です。
　【補助の対象となる住宅】

　　・一戸建て住宅（併用住宅の場合は、住宅部分の延べ面積が、建物全体の延べ面積の２分の１以上であるものに限る。）
　　・マンション等の共同住宅（２以上の区分所有者（建物の区分所有等に関する法律（昭和37 年法律第69 号。以下「区分所有法」という。）第２条第２項に規定する区分所有者をいう。）が存する建物をいう。）で、人の居住の用に供する専有部分（区分所有法第２条第３項に規定する専有部分をいう。）
[image: image2.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

内寸 1200 mm× 800 mm 内寸 1200 mm× 1200 mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

現在の便所の仕様 改修後の便所の仕様 和式から洋式への取替工事

現在の洋式便器の座

高

mm

改修後の洋式便器の

座高

mm

洋式で座高が高いものに取り替える

工事

改修後の窓の仕様 省エネ等級4相当の断熱工事

埋め込み型ｴｱｺﾝ等の

設置(ﾋｰﾄｼｮｯｸ対策)

トイレ暖房機　BBB-0000

■　便所の改修

木下地の上、化粧ボード張り

（断熱材なし）

改修後の断熱性能仕

様

現在の壁等の仕様

改修後の面積が大きくなる工事

450

現在の便所縦横内寸

と面積

改修後の便所縦横内

寸と面積

380

省エネ等級4相当の断熱工事

mm 100

和式便器

0.96

洋式便器

（商品名・型名CC-CCC）

1.44

□ｶﾞﾗｽ単板入りの建具の二重構造 □ｶﾞﾗｽ単板2枚(中間空気層12mm以上)入り建具

□複層ｶﾞﾗｽ(空気層6mm以上)入り建具 ■ｶﾞﾗｽ中央部の熱貫流率が4.00以下のもの

改　　修　　内　　容

A-1  A-2  B  C  D  E  F

ﾊﾞﾘｱﾌ

ﾘｰ・安全

型

　

[image: image3.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

内寸 1600 mm× 1200 mm 内寸 1600 mm× 1600 mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

現在の洗面台仕様 改修後の洗面台仕様

洗面台下にひざが入る空間があるも

のへの取替工事

改修後の窓の仕様 省エネ等級4相当の断熱工事

埋め込み型ｴｱｺﾝ等の

設置(ﾋｰﾄｼｮｯｸ対策)

■　台所の改修 改修工事概要

シンク下にひざが入る空間があるも

のへの取替工事

懐のある流し台の設置工事（商品名・型名DDD-0000）

改修後の面積が大きくなる工事

mm

省エネ等級4相当の断熱工事

改修後の断熱性能仕

様

100

A-1  A-2  B  C  D  E  F

懐なし

懐有りの洗面台

（商品名・型名DD-0000)

現在の壁等の仕様

木下地の上、化粧ボード張り

（断熱材なし）

洗面所（洗面所）暖房機　BBB-0000

現在の洗面所縦横内

寸と面積

改修後の洗面所縦横

内寸と面積

1.92 2.56

■　洗面所の改修

□ｶﾞﾗｽ単板入りの建具の二重構造 □ｶﾞﾗｽ単板2枚(中間空気層12mm以上)入り建具

■複層ｶﾞﾗｽ(空気層6mm以上)入り建具 □ｶﾞﾗｽ中央部の熱貫流率が4.00以下のもの

改　　修　　内　　容

ﾊﾞﾘｱﾌ

ﾘｰ・安全

型

　
[image: image4.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

改良を行う出入口の

場所

現在の仕様 改修後の仕様 引戸・吊戸・折戸への取替工事

現在のﾄﾞｱﾉﾌﾞ・開閉

装置の仕様

改修後のﾄﾞｱﾉﾌﾞ・開

閉装置の仕様

シングルレバーへの取替工事

バー引き手への取替工事

現在の出入口の幅

(一般部)

mm

改修後の出入口の幅

(一般部)

mm 改修後の幅が大きくなる工事

現在の出入口の幅

(浴室)

mm

現在の出入口の幅

(浴室)

mm 改修後の幅が大きくなる工事

■　通路等の拡幅

現在の通路の幅(一

般部)

mm

改修後の通路の幅

(一般部)

mm 改修後の幅が大きくなる工事

■　階段の勾配緩和・

　　足元照明

工事の概要

改修後の階段勾配が小さくなる工事

階段への足元照明設置工事

円筒握り玉ノブ

シングルレバー

（玄関のみプッシュグリッ

プ）

600

■　出入口の改良

階段部に足元照明の設置（商品名・型名FFF-XXXX）

720 900

1,000

玄関、便所、洗面所

開き戸 引き戸（玄関のみ開き戸）

改　　修　　内　　容

650 800

ﾊﾞﾘｱﾌ

ﾘｰ・安全

型


　【補助対象工事】
　町内に事業所を有する法人又は住所を有する個人が施工する工事

　◆バリアフリー・安全型リフォーム
　　生活動線上の段差解消や動作補助手すりの設置など、住戸内の円滑な生活が行えるためのリフォーム
　【事例】
	○浴室の改修

　・浴槽の跨ぎ高さや手すりの設置等バリアフリーへの配慮がある

ユニットバスへの取替工事

　・出入口の段差解消工事　・手すりの設置工事

○便所の改修

　・和式から洋式便器への取替工事　・手すりの設置

　・出入口の戸を引戸に替える工事

○内装の改修

　・仕上げ材にF☆☆☆☆材や天然素材を使用する工事

○廊下等の改修

　・幅を広くする工事　・廊下と部屋との段差解消工事

　・手すりの設置工事　・階段の勾配を緩和する工事


　◆省エネルギー型リフォーム
　　開口部の断熱や天井・屋根・壁の断熱、高効率設備の設置など、住戸の省エネルギー化を図るためのリフォーム
　【事例】
	○屋根の葺き替え・塗装工事

　・断熱性・遮熱性能向上の屋根葺き替え

　・遮熱性のある塗装材でのコーティング

○外壁の張り替え・塗装工事

　・遮熱性能のある塗装による塗り替え工事

　・一定量の断熱材を施工する工事

○窓・ガラス取替工事

・ペアガラスの設置、二重サッシへの改修工事、内サッシの設置

○高効率給湯器等の設置

　・エコキュート、エコジョーズ、エコフィール、エコウィル、

エネファームの設置工事


◆防災型リフォーム
　　耐風瓦への葺き替えや防火外壁への改修など、住戸の防災性能を向上させるリフォーム
　【事例】
	○屋根の葺き替え・塗装工事

・耐風仕様（瓦釘打ち併用・金属補強仕様）での葺き替え

・屋根材の軽量化（瓦材から折板材への葺き替え）
○外壁の張り替え・塗装工事

　・防火性能のある外装材による張り替え工事

　・防火性能のある塗料による塗り替え工事

○窓・ガラス取替工事

　・合わせガラス、網入ガラス、強化ガラスへの取替え

○躯体の補強工事

　・部分的な補強工事（基礎や土台の補強、階段の補強　等）


【補助率等】
補助対象工事に該当する工事費の合計が『５０万円』以上となる場合に、
工事費用の『１０万円』を助成します。

◆バリアフリー・安全型リフォーム
　
　◆省エネルギー型リフォーム
　　　　
◆防災型リフォーム

　　※補助額の上限は、上記の３つのメニューの合計で『１０万円』です。

＜計算例＞

　バリアフリー・安全型リフォーム工事・・・・150万円⇒50万円以上でOK
　補助率１／５なので、150万円×１／５＝30万円ですが、
　上限額が「１0万円」ですので、補助金額は『１0万円』となります。
[image: image5.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

■　手すりの設置 手すり設置場所

段差解消場所

改修前の段差高さ mm 改修後の段差高さ mm

床面を取り替える場

所

現在の床面の仕様 改修後の床面の仕様 滑りにくい床材を使用する工事

内装改修場所・部位

現在の仕様 改修後の仕様 壁紙にF☆☆☆☆を使用した工事

玄関、廊下、便所、浴室、居間、玄関から前面道路までの経路

■　内装の改修

１Ｆ居間、洋室１０畳　２Ｆ洋室８畳、洋室６畳

化粧ボード張り

PB張りに壁紙貼付け

（商品名・型名SSS-DDDD）

廊下

木製フローリング

ビニル系床材

（商品名・型名AAA-VVV）

0 (廊下）、10（風呂）

■　床面の取替

■　段差の解消等

居間・便所･洗面所と廊下の間、風呂出入口

改　　修　　内　　容

20 (廊下）、50（風呂）

ﾊﾞﾘｱﾌ

ﾘｰ・安全

型


[image: image6.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

改修場所・部位

現在の仕様 改修後の仕様

大型スイッチへの取替工事

レバーハンドル水栓への取替工事

■　ホーム

　　エレベーター

設置する機種名等

■　階段昇降機 設置する機種名等

■　24時間換気設備

　　設置

設置する場所 設置する機種名等 第1種換気設備の設置工事

１Ｆ居間、洋室１０畳　２Ｆ

洋室８畳、洋室６畳

換気扇（給気：商品名・型名

WWW、排気：商品名・型名

ZZZ）

１Ｆ便所、台所、洗面所、居間、洋室１０畳　２Ｆ洋室８畳、洋室６畳

■　電気配線・給水管

　　等の改修

小型スイッチ

一般蛇口水栓

大型スイッチ

シングルレバー水栓

ホームエレベーター（商品名・型名EEE-VVVVV）

階段昇降機（商品名・型名EEE-VVVVV）

改　　修　　内　　容

ﾊﾞﾘｱﾌ

ﾘｰ・安全

型

[image: image7.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

■　屋根の葺き替え

　　・塗装

現在の仕様 改修後の仕様

断熱・遮熱効果のある屋根材への取

替工事、遮熱塗料による塗替

■　外壁の張り替え

　　・塗装

現在の仕様 改修後の仕様

断熱・遮熱効果のある壁材への取替

工事、遮熱塗料による塗替

省エネル

ギー型

サイディングボード張り

遮熱塗料による塗替

（商品名・型名GGG000）

改　　修　　内　　容

瓦葺

断熱瓦

（商品名・型名YYY-XXXX）


[image: image8.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

省エネル

ギー型

住宅の所在市町 地域区分 断熱改修を行う際は要記入

建具の仕様等 省エネ等級3相当の断熱工事

建具の設置場所

断熱材の種類

(屋根又は天井)

[材料名]



住宅用グラスウール２０Ｋ

mm

断熱材の種類

(壁)

[材料名]



住宅用グラスウール２０Ｋ

mm

断熱材の種類

(床(その他))

[材料名]



住宅用グラスウール２０Ｋ

mm

A-1  A-2  B  C  D  E  F

A-1  A-2  B  C  D  E  F

A-1  A-2  B  C  D  E  F

１Ｆ居間、台所、和室６畳、洋室１０畳　２Ｆ洋室８畳、洋室６畳

■　住宅全体の断熱

　　改修

75

○○市

断熱材の厚さ

断熱材の厚さ

100

断熱材の厚さ

75

Ⅳ　・　Ⅴ

■ガラス単板入りの建具

改　　修　　内　　容


[image: image9.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

省エネル

ギー型

住宅の所在市町 地域区分 断熱改修を行う際は要記入

建具の設置場所

■　床(基礎)の断熱 断熱材の種類

[材料名]



住宅用グラスウール３２Ｋ

mm 省エネ等級4相当の断熱工事

■　屋根(天井)の断熱 断熱材の種類

[材料名]



住宅用グラスウール３２Ｋ

mm 省エネ等級4相当の断熱工事

■　外壁の断熱 断熱材の種類

[材料名]



住宅用グラスウール３２Ｋ

mm 省エネ等級4相当の断熱工事

１Ｆ居間、台所、和室６畳、洋室１０畳

A-1  A-2  B  C  D  E  F

■　居室の窓の断熱

　　改修

建具の仕様等

(断熱性能)

150

断熱材の厚さ

100

断熱材の厚さ

A-1  A-2  B  C  D  E  F

200

断熱材の厚さ

A-1  A-2  B  C  D  E  F

○○市

省エネ等級4相当の断熱工事

【ドア】

□フラッシュ構造

□木製

□金属製熱遮断構造

【窓・引戸】

□ガラス単板入りの建具の二重構造

■ガラス単板２枚(中間空気層12mm以上)入り建具

□複層ガラス（空気層6mm以上）入り建具

□ガラス中央部の熱貫流率が4.00以下のもの

Ⅳ　・　Ⅴ

改　　修　　内　　容


[image: image10.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

防災型

■　屋根の葺き替え

　　・塗装

現在の仕様 改修後の仕様

耐風瓦への取替工事

屋根材の軽量化工事

■　外壁の張り替え

　　・塗装

現在の仕様 改修後の仕様 防火構造以上の壁への張替工事

■　雨とい等の改修 現在の仕様 改修後の仕様

補強金物取付、金物ピッチの縮小工

事

■　躯体の補強 改修工事概要

基礎、土台、壁、柱、床、梁、階段

の補強工事

基礎の補強、筋交いの増設

500mmピッチ

防火サイディング張り

（商品名・型名CCC-CCC）

200mmピッチ

防災瓦

（商品名・型名YYY-XXXX）

瓦葺

改　　修　　内　　容

下見板張り

[image: image11.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

防災型

内装改修場所・部位

現在の仕様 改修後の仕様

防火材料（不燃材、準不燃材等）を

使用した張替工事

改修場所

現在の仕様 改修後の仕様

合わせｶﾞﾗｽ、網入ｶﾞﾗｽ、強化ｶﾞﾗｽへ

の取替、耐風ｻｯｼ、気密ｻｯｼへの取替

１Ｆ和室６畳、洋室１０畳　２Ｆ洋室８畳、洋室６畳

耐風サッシ

（商品名・型名WWWWW）

一般壁紙（仕様不明）

■　窓・ｶﾞﾗｽ取替

■　内装の改修

準不燃材クロス張り

（商品名・型名WW-WWWW）

１Ｆ和室６畳、洋室１０畳　２Ｆ洋室８畳、洋室６畳

一般サッシ

改　　修　　内　　容


[image: image12.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

防災型

■　造り付け家具・

　　家具固定改修

改修工事概要

固定金物設置工事、下地工事、固定

家具の造作工事

■　耐震改修工事 改修工事概要 耐震ベッド、耐震コアの設置工事

■　雨戸の設置 設置箇所 改修後の仕様

耐震ベットの設置

改　　修　　内　　容

１Ｆ和室６畳、洋室１０畳

２Ｆ洋室８畳、洋室６畳

雨戸

（商品名・型名RRRRRR）

既存タンスの固定工事、造り付け本棚の新設

[image: image13.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

省エネル

ギー型

■　高断熱浴槽への

　　取替え

名称・仕様等

設置する浴槽の跨ぎ高さが小さくな

る工事（おおむね40cm以下）

■　節水型ﾄｲﾚへの取替 名称・仕様等

洋式から洋式への取替工事で節水効

果のある便器への取替

■　LED照明設置 設置箇所 設置機器の仕様 天井埋込み型の設置工事

■　電気配線・給水管

　　等の改修

改修場所・部位 改修後の仕様 スイッチ付コンセントへの取替工事

１Ｆ居間、台所

１Ｆ居間、台所

スイッチ付コンセント

LED照明

（商品名・型名LLL-RRR）

節水型トイレ（商品名・型名TTT-WWW）

高断熱浴槽（商品名・型名BBB-TTT）／跨ぎ高さ：40cm

改　　修　　内　　容


２．補助金の算出例について

◆他のリフォーム補助金等を併せて活用する場合
例）町が実施する「高齢者・障害者住宅改造助成事業」と併用してバリアフリー改修工事を
行う場合

[image: image14.emf]工事区

分

特　　記　　事　　項

省エネル

ギー型

■　高効率給湯器等 名称・仕様等 一定要件※を満たす設備の設置工事

■　太陽熱を利用した

　　機器の設置

名称・仕様等 一定要件※を満たす設備の設置工事

○「高効率給湯器等」及び「太陽熱を利用した機器の設置」に関する一定要件とは、下記のとおりとする。

家庭用燃料電池システム（エネファーム）

・ガスエンジンユニットのJIS規格に基づく総合効率が低位発電量基準で80%以上であること

・一般社団法人燃料電池普及促進協会における、民生用燃料電池導入緊急対策費補助金における補助対象システムとして指定されたものであること

住宅用潜熱回収型給湯器（エコジョーズ）

住宅用潜熱回収型給湯器（エコフィール）

・熱効率が90%以上であること

・定格給湯能力が60号以下である給湯器

・熱効率が90%以上であること

・定格給湯能力が60号以下である給湯器

住宅用ガス発電給湯器（エコウィル）

住宅用太陽熱温水器

住宅用CO2冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート）

・太陽熱を集めて給湯に利用する太陽熱温水器及び不凍液等を強制循環する太陽熱集熱器と蓄熱槽から構成され、給湯や空調に利用するソーラーシステムであり、一般

財団法人ベターリビングの優良住宅部品（BL部品）に認定を受けたもの

・ヒートポンプ方式でCO2冷媒を使用していること

・エネルギー消費効率（COP）が3.0以上であること

改　　修　　内　　容

太陽熱利用システム（商品名・型名SSSSSS）/BL認定番号：BLSO000000

エコキュート（商品名・型名AAA－BBBB）


改修工事費①：本事業の「ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・安全型」の対象となる工事費用

改修工事費②：本事業の「ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・安全型」及び高齢者・障害者住宅改造助成事業の
対象となる工事費用

改修工事費③：高齢者・障害者住宅改造助成事業の対象となる工事費用

●上記の場合、高齢者・障害者住宅改造助成事業の対象となる工事は、63.5万円であるが、補助対象事業費を上限の43.5万円とした場合、残りの20万円をバリアフリー型の対象工事費と考え、工事費が50万円以上となるため、対象となる。

　・補助対象判断：工事費（①＋②）60万円 ＞ 50万円　　　ＯＫ

　・バリアフリー・安全型：60万円×1/5＝10万円

（参考）住宅改造：43.5万円×2/3＝29万円
３．申請から補助金支払までの流れについて
◆参考フロー図
[image: image15.emf]等級４の断熱材仕様（Ⅳ・Ⅴ地域）

A-1 A-2 B C D E F

4.6 240 230 210 185 160 130 105

4.0 210 200 180 160 140 115 90

2.2 115 110 100 90 75 65 50

3.3 175 165 150 135 115 95 75

2.2 115 110 100 90 75 65 50
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土間床等の

外周部

外気に接する部分

外気に接する部分

その他の部分

屋根または天井

壁

床

外気に接する部分

その他の部分

その他の部分

外張断熱工

法

木造

充填断熱工

法

屋根または

天井

屋根

天井

壁

床

外気に接する部分

その他の部分

土間床等の

外周部

住宅の種類 部位

断熱材の種類と厚さ（単位：ミリメートル）

断熱材の施

工法

断熱材の熱

抵抗の値


[image: image16.emf]地域区分

Ⅳ

Ⅴ

地域

島原市（旧有明町に限る。）、諫早市、大村市、松浦市、対馬市、壱岐市、雲仙市、南島原市

（旧加津佐町に限る。）、東彼杵町、川棚町、波佐見町

長崎市、佐世保市、島原市（旧有明町を除く。）、平戸市、五島市、西海市、南島原市（旧加津

佐町を除く。）、長与町、時津町、小値賀町、佐々町、新上五島町

[image: image17.emf]断熱材種別

記号

λ：熱伝導率

(W/(m・K))

0.040～

0.035

C

吸込み用ロックウール65K相当

A種フェノールフォーム保温板3種2号

A種ポリエチレンフォーム保温板2種

吹込み用セルローズファイバー25K、45K、55K

A種フェノールフォーム保温板2種1号、3種1号

建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォームA種3

吹込み用グラスウール30K相当、35K相当

住宅用ロックウール（マット・フェルト・ボード）

A種ビーズ法ポリスチレンフォーム保温板1号、2号、3号

A種押出法ポリスチレンフォーム保温板1種

住宅用グラスウール24K相当、32K相当

高性能グラスウール16K相当、24K相当、32相当

断熱材の種別

[image: image18.emf]【パターン１】

・住宅面積が建築物全体の1/2以上

･店舗と行き来ができる。

【パターン２】

・住宅面積が建築物全体の1/2未満

･店舗と行き来ができる。

住宅 店舗等

住宅 店舗等 住宅 店舗等

外部・内部とも全面対象

外部・内部とも全面対象外

住宅 店舗等

[image: image19.png]SRR EORXE) 650820 [/ {—58+80] x300mm
L3 B 44kg 48kg.
l;— SEERLIREN ARE) #5¥6 4.5KW_~1.025kW 6.0kW 1.365kW.
| SRR EEERER 5 6.1A 7.3A
Pl T a4
7| DEERED ARES 537 4.5kW 0.900kW.
SHED N 4.5KW.~ 1.500kW 6.0KW.2.000kW.
H S =
N e o 3808,/4308 4008 /4508
SRS RU HAR C0z_0.620kg CO2_0.835kg.
BHEN(BE/BE) 14.0MPa8.5MPa
BEIERENTEE —10C





①リフォームに関する工事計画を立てます。
　・申請者は、リフォーム工事を行う施工業者を決め見積書を取るなどします。
　　※見積もりについては、複数業者から徴取することをお勧めします。
　・リフォーム工事を行う部分の写真（着工前の写真）を撮ります。

②申請書類の準備及び提出をします。
　・申請者は、各種必要書類を用意し「補助金交付申請書」に必要事項を記入します。

※申請書類などの各申請書式類は、波佐見町ＨＰからダウンロードできます。

http://www.town.hasami.lg.jp/
・申請については、波佐見町建設課に申請書類を提出してください。
　※申請期限の前に予算額に到達した場合は、受付を締め切ります。
　○申請書の審査後、町から交付決定通知書を交付します。


③工事中及び工事後の写真撮影等を行います。
　・申請者は、完了実績報告書に添付の必要な写真を撮ります。補助対象部分が「隠蔽部分」の場合は、忘れずに施工中の写真を撮ってください。
④完了実績報告書類の準備及び提出をします。

・完了実績報告書等は、工事完了から１ヶ月以内に、波佐見町建設課へ提出して下さい。
　・必要に応じて、現場検査を行います。
　○申請書の審査（又は現場検査）後、額の決定通知書を交付します。
⑤補助金の請求書の準備及び提出をします。
　・請求書は、波佐見町建設課へ提出をして下さい。
　・指定された口座に、補助金が振り込まれます。
⑥領収書を提出します。（完了実績報告時に領収書を添付していない場合）
　・令和４年度から、補助金振込後においても領収書提出が必要となりました。
　　請負業者への工事費等支払後（領収書発行後）に、できる限り早く提出してください。

　　交付額と精算額に相違がある場合は、差額を返還していただきます。
４．申請などに必要な書類について
○交付申請に必要な書類（申請時）
　・交付申請書（様式第１号）
　【添付書類】
(1)　案内図

(2)　工事内訳明細（工事を行う部分の性能向上内容が確認できるもの）を示した
見積書

(3)　工事写真（住宅性能の向上に係る改修工事の部分、部位及び設備ごとに着工前
の状況を撮影したもの）

(4)　固定資産税納税通知書の写し、家屋の評価証明書（有料）、建物登記事項証明書等の補助対象住宅の所有者が確認できるもの

(5)　補助対象工事費確認シート（様式第1号）（別添）

(6)　性能向上の内容チェックシート(様式第2号)

(7)　委任状（手続を代理人が行う場合）（様式第３号）

(8)　その他町長が必要と認める書類 
　　・町税等の完納証明書

・性能向上の内容が確認できる図書（使用材料や商品のカタログ等）
○計画変更申請に必要な書類（変更時）
　・変更交付申請書（様式第５号）

　【添付書類】

　　(1)　補助対象工事費確認シート（様式第５号）（別添）

(2)　見積書等で変更内容を示し、かつ、変更額がわかるもの

(3)　その他町長が必要と認める書類

○完了実績報告に必要な書類（完了時）
　・完了実績報告書（様式第８号）
　【添付書類】
(1)　工事写真（住宅性能の向上に係る改修工事の部分、部位及び設備ごとに施工
中及び完成の状況を撮影したもの）

(2)　領収書又は請求書の写し

(3)　納品書等（工事を行った部分の性能向上が確認できるもの）

　(4)　住宅性能向上リフォーム支援事業利用者・事業者アンケート

(5)　その他町長が必要と認める書類
５．注意事項

◆補助対象とならないものについて
・新築住宅

・増築工事を伴うリフォーム工事
・施工中または終了したリフォーム工事

・交付決定通知が発行される前に、リフォーム工事に着手したもの
　※事前の申請をし、交付決定を受ける必要があります。
・住宅以外の建物を住宅用途にするリフォーム工事

　・リフォーム工事の「着工前、施工中、完成後の写真」が不足し、工事内容が確認できないもの

※補助の対象にならないことがありますので、撮り忘れの無いようにして下さい。
・申請は１住宅につき１回限りです。

　・改修後に、その住宅に居住しない場合補助対象となりません。その場合、補助金返還を求めることとなります。
６．住宅リフォームの性能基準について
　◆バリアフリー・安全型リフォーム
　◎浴室の改修
　　　・改修後の床面積が大きくなる工事
　　　・設置する浴槽の跨ぎ高さが小さくなる工事（概ね40cm以下）
　　　・床材に滑りにくい材料を使用する工事
　　　・レバーハンドル式蛇口、ワンプッシュ式シャワーの設置工事
　　　・ヒートショック対策工事　壁及び窓の断熱工事（省エネ等級４相当）
　　　　　　　　　　　　　　　　埋め込み型エアコン等の設置工事

　　　※ユニットバスへの取替工事の場合は、以下の基準を満足すること。
　　　　・設置する浴槽の跨ぎ高さが小さくなること（４５cm以下とすること）
　　　　・レバーハンドル式水栓等簡易に利用できる仕様とすること
　　　　・手すりを設置すること
　　　　・出入り口の段差を小さくすること
　◎便所の改修

　　　・改修後の床面積が大きくなる工事

　　　・和式便器から洋式便器への取替工事
　　　・洋式便器で座高が高いものに取り替える工事

　　　・ウォシュレットトイレの設置工事
　　　・ヒートショック対策工事　壁及び窓の断熱工事（省エネ等級４相当）
　　　　　　　　　　　　　　　　埋め込み型エアコン等の設置工事

　◎洗面所の改修

　　　・改修後の床面積が大きくなる工事

　　　・洗面台下にひざが入る空間のあるものへの取替工事
　　　・ヒートショック対策工事　壁及び窓の断熱工事（省エネ等級４相当）
　　　　　　　　　　　　　　　　埋め込み型エアコン等の設置工事

　　◎台所の改修

　　　・洗面台下にひざが入る空間のあるものへの取替工事

　　　・IHクッキングヒーター（ビルドインタイプ）の設置工事

　◎出入口の改良
　　　・引き戸、吊り戸、折り戸への取替工事
　　　・シングルレバー、バー引き手への取替工事
　　　　※扉の取替工事によりドアノブ・開閉装置が上記仕様になる場合を含みます
　　　・改修後の出入口幅が大きくなる工事

　　　　※廊下と居室、便所及び洗面(脱衣)所間、居室と居室間、洗面(脱衣)所と浴室間、

　　　　　玄関、勝手口等が該当します

　　◎通路等の拡幅

　　　・廊下の幅が大きくなる工事
　　◎階段の勾配緩和、足元照明
　　　・階段の勾配が小さくなる工事

　　　　※屋内のほか、前面道路(又は駐車場)から玄関までの屋外階段も含みます
　　　・階段への足元照明設置工事

　　　・ノンスリップ材の設置工事

　◎手すりの設置
　　　・手すりを設置する工事

　　　　※廊下、階段、居室、浴室、便所、洗面(脱衣)所等への設置工事が対象

　　　　※屋内のほか、前面道路(又は駐車場)から玄関までの屋外通路に設置するものを含みます
　　
◎段差の解消等

　　　・廊下と居室、居室間及び玄関等の段差を小さくする工事
　　　　※段差解消(縮小)のために行った床面の改修工事が対象となります
　　

◎床面の取替

　　　・滑りにくい床材を使用する工事
　　◎内装の改修

　　　・壁紙にF☆☆☆☆(フォースター)材や天然材を使用した工事

　　　　※下地材も併せて施工する場合、下地材もF☆☆☆☆材や天然材としてください
　　　　※対象は、壁・床・天井とします

　　◎電気配線・給水管等の改修
　　　・大型スイッチへの取替工事
　　　・レバーハンドル式水栓への取替工事
　　◎ホームエレベーター
　　　・ホームエレベーターを設置する工事
　　◎階段昇降機

　　　・階段昇降機を設置する工事
　　◎２４時間換気設備設置
　　　・第一種換気設備の設置工事
　　　　※居室において、給気及び排気ともに換気設備を設置する工事が対象です

　◆省エネルギー型リフォーム
　　◎屋根の葺き替え・塗装
　　　・断熱・遮熱効果のある屋根材への葺き替え工事
　　　・断熱・遮熱効果のある塗料材での塗り替え工事

　　　　※使用する屋根材・塗料材に「断熱」・「遮熱」効果があるカタログ等の添付が必要です

　　　　※部分的な補修に該当するような工事は対象となりません。
　　◎外壁の張り替え・塗装

　　　・断熱・遮熱効果のある外壁材への葺き替え工事

　　　・断熱・遮熱効果のある塗料材での塗り替え工事

　　　　※使用する外壁材・塗料材に「断熱」・「遮熱」効果があるカタログ等の添付が必要です

　　　　※部分的な補修に該当するような工事は対象となりません。

　　◎住宅全体の断熱改修
　　　・屋根又は天井、壁、床及び開口部（住宅全体）への省エネ等級３相当の断熱工事
　　　　※屋根又は天井、壁及び床に一定量の断熱材の施工が必要です
　　　　※開口部は、必要に応じた仕様の建具の施工が必要です
　　　▼住宅の所在地により、地域区分が異なります。別添基準表を参照してください。
　　　▼断熱材の区分（A～F）については、別添基準表を参照してください。

　　◎住宅の各部分の断熱改修

　　　・屋根又は天井、壁、床及び開口部（住宅全体）への省エネ等級４相当の断熱工事
　　　　※屋根又は天井、壁及び床に一定量の断熱材の施工が必要です
　　　　※開口部は、必要に応じた仕様の建具の施工が必要です
　　　
▼住宅の所在地により、地域区分が異なります。別冊基準表を参照してください。

　　　▼断熱材の区分（A～F）については、別冊基準表を参照してください。

※省エネルギー型リフォームの断熱工事の別冊・基準表の見方

　①住所地が地域区分のどちらに該当するかを確認

　⇒記載例では、「Ⅳ」となっているため、上記表の上段の市町が該当する。

　②断熱材の施工箇所、施工材料及び施工厚さの確認

　⇒「屋根（天井）」の場合、断熱材「C」を200mm施工することとなっている。

　　断熱材「C」は、別冊資料で確認すると、下記表のいずれかの材料となる。



　　断熱材の施工方法が「充填断熱工法」の場合、必要厚さは「160～185mm」であり、チェックシートの200mmは満足しているので、補助対象と判断できる。



　　◎高効率給湯器等
　　　・一定要件※1を満たす高効率給湯器の設置工事

　　　・一定要件※2を満たす太陽熱温水器の設置工事



　　※１高効率給湯器の種別と要件について
	住宅用CO2冷媒ヒートポンプ給湯器

（エコキュート）
	・ヒートポンプ方式でCO2冷媒を使用していること

・エネルギー消費効率(COP)が3.0以上であること

	住宅用潜熱回収型給湯器

（エコジョーズ）
	・熱効率が90%以上であること

・定格給湯能力が60号以下である給湯器

	住宅用潜熱回収型給湯器

（エコフィール）
	・熱効率が90%以上であること

・定格給湯能力が60号以下である給湯器

	住宅用ガス発電給湯器

（エコウィル）
	・ガスエンジンユニットのJIS規格に基づく総合効率が低位発電量基準で80%以上であること

	家庭用燃料電池システム

（エネファーム）
	・一般社団法人燃料電池普及促進協会における、民生用燃料電池導入支援補助金における補助対象システムとして指定されたものであること（別冊一覧表参照）


COP：消費電力1kWに対しての冷却能力、暖房（加熱）能力を示す値
　　
※２太陽熱温水器の種別と要件について

	住宅用太陽熱温水器
	・太陽熱を集めて給湯に利用する太陽熱温水器及び不凍液等を強制循環する太陽熱集熱器と蓄熱槽から構成され、給湯や空調に利用するソーラーシステムであり、財団法人ベターリビングの優良住宅部品（BL部品）に認定を受けたもの（別冊一覧表参照）


　　◎高断熱浴槽への取替え
　　　・断熱効果のある浴槽への取り替え工事

　　　　※設置する浴槽の跨ぎ高さが小さく（概ね40cm以下）なるものが対象です

　　　　※使用する浴槽に「断熱」効果があるカタログ等の添付が必要です
　　◎節水型トイレへの取替
　　　・洋式から洋式への取替で、節水効果のある便器が対象です
　　　　※使用する便器に「節水」効果があるカタログ等の添付が必要です
　　◎LED照明設置

　　　・天井埋め込み型のLED照明の設置工事

　　　　※本体を新規に設置する工事が対象です。電球のみの取替は対象となりません。
　　◎電気配線・給水管等の改修

　　　・スイッチ付コンセントへの取り替え工事

　◆防災型リフォーム
　　◎屋根の葺き替え・塗装
　　　・耐風瓦への葺き替え工事

　　　・屋根材の軽量化工事

　　　　※耐風瓦以外の防災対策工事については、「防災」効果が確認できるカタログ等の添付が必要です。
　　　　※「軽量化」工事については、施工前後の屋根材の重量比較ができる資料の添付が必要です。

　　◎外壁の張り替え・塗装

　　　・防火性能を有する外装材への張替え工事

　　　　※防火性能の確認できるカタログ等の添付が必要です。

　　　ただし、建築基準法において、準防火性能以上の構造を求められる場合があります。

　　　お住まいの所管行政庁に問合せください。

　　　【所管行政庁】

　　　　長崎県県北振興局建築課　　TEL：095６－２３－１８１６
　　◎雨とい等の改修

　　・耐風対策として、雨とい取替の際の取付金具のピッチを小さくする工事　等
　　◎躯体の補強

　　　・基礎、土台、壁、柱、床、梁及び階段等の補強工事

　　　　※住宅の構造部分の全体的又は部分的な補強を行う工事が対象です。

※腐食やシロアリにより劣化した部材を補修する工事を含みます。


◎内装の改修

　　　・壁や天井に防火材料（不燃材、準不燃材、難燃材料）を使用した工事

※壁紙・仕上材を防火材料とする場合は、下地材も併せて防火材料としてくださ　　　　　　　　　　

　い。
　　　なお、建築基準法において、準不燃材以上の施工を求められる場合があります。

　　　
　
　　◎窓・ガラスの取替

　　　・合わせガラス、網入りガラス、強化ガラスへの取り替え工事

　　　・耐風サッシ、気密サッシへの取り替え工事

　　　・飛散防止フィルム等の設置工事
　　　　※「防災」効果の確認できるカタログ等の添付が必要です。

　　　　※材料のみの購入は対象となりません。

　　◎造り付け家具・家具固定改修
　　　・造り付け家具の造作工事

　　　・家具の固定金物設置工事
　　　　※造り付け家具とは、住宅の壁、柱等と一体となっているものを指します。

　　　　※家具の固定に必要な下地工事も含みます。

　　　　※固定金物のみの購入は対象となりません。

　　◎耐震改修工事

　　　・耐震ベッドや耐震コアなどの設置工事

　　　　※シェルターの設置については、床面積の増加となるものは対象となりません。

　　　　※商品のみの購入については対象となりません。


※※注意事項※※
○一の工事で、２以上の性能向上の項目を満足する場合
　２以上の性能向上のうち、補助対象とする工事の区分を「１種類」選択し、補助申請をしてください。（重複の補助申請はできません。）

　例）外壁に塗布する塗料が、断熱効果及び防火性能を有する場合は、「省エネルギー型」又は「防災型」いずれかの補助申請となります。

　例）和式便器から節水型の洋式便器への取り替え工事の場合は、「バリアフリー・安全型」又は「省エネルギー型」いずれかの補助申請となります。
申請書類等記入例
様式第１号（第６条関係）
令和●年●月●●日
　　波佐見町長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

	住所
	〒　８５９－３７９１

	
	　長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○

	フリガナ
	

	氏名
	　長崎　　太郎
	

	電話番号
	　０９５６　－　８５　－　２１１１


波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付申請書
　波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付要綱第６条第１項の規定により交付を受けたいので、関係書類を添えて次のとおり申請します。

１．申請額
	補助対象工事費

（別添の④の額）
	　　５，０００，０００　円
	補助申請額

（別添のⅣの額）
	　１００，０００　円


２．住宅の概要

	住所及び所在地
	長崎県　東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○

	種類
	■専用住宅　　□併用住宅※要綱第３条(1)に該当するものに限る。　　□マンション

	建設時期
	昭和・平成　４５年　　　月

	階数
	□平家建て　　■２階建て　　□３階建て　　□（　　）階建て



３．施工業者（予定）
	会社名
	㈱長崎工務店
	所在地
	〒○○○－○○○○

	
	
	
	　東彼杵郡波佐見町○郷○○－○○

	代表者
	代表取締役　長崎　花子
	電　話
	０９５６－○○－○○○○

	担当者
	長崎　次郎
	ＦＡＸ
	０９５６－○○－○○○○


４．工事予定期間
	工事予定期間
	　令和●年●月●●日　～　　令和●年●月●●日


※様式第１号別添及び要綱第６条第１項各号に定める書類を添付すること。

様式第１号（別添）（第６条関係）　　　　　（表面）

補助対象工事費確認シート

＜添付＞性能向上の内容チェックリスト（様式第２号）
	補助対象工事費等の内訳

	補助対象工事費
	性能向上部分
	■ バリアフリー・安全型　性能向上の内容
	金額

	
	
	
	□建具の取替工事　　□出入口等幅拡張工事

□手すり設置工事　　□段差解消・緩和工事

□床等の防滑工事　　■浴室の改良工事

□便所の改良工事　　□ヒートショック対策工事
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(A)

	
	
	
	
	1,500,000 円

	
	
	
	裏面に該当する場合の概要※

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(B)

	
	
	
	
	円

	
	
	■ 省エネ型　性能向上の内容
	金額

	
	
	
	□外壁・床（基礎）等の断熱化工事　■窓・ガラスの断熱化工事　

□高効率給湯器等の設置工事　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(C)

	
	
	· 
	
	1,000,000 円

	
	
	
	裏面に該当する場合の概要※

（　外壁に断熱塗料の施工　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(D)

	
	
	
	
	1,000,000円

	
	
	■ 防災型　性能向上の内容
	金額

	
	
	
	■屋根の葺き替え工事　　　　　□外壁の張り替え工事

□基礎・柱等躯体の補強工事　　□耐震改修工事

□窓・ガラスの取り換え
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(E)

	
	
	
	
	1,500,000 円

	
	
	
	裏面に該当する場合の概要※

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(F)

	
	
	
	
	円

	
	
	1 =(A)＋(B)　バリアフリー・安全型　工事費　計
	1,500,000 円

	
	
	2 =(C)＋(D)　省エネ型　　　　　　　工事費　計
	2,000,000 円

	
	
	3 =(E)＋(F)　防災型　　　　　　　　工事費　計
	1,500,000 円

	
	4 =①＋②＋③　　補助対象工事費等　合計　　　　　　　　　　　【Ａ】
	5,000,000 円

	補助対象外部分
	ａ．補助対象外工事費
	1,000,000 円

	5 ａ　工事費用　総額
	6,000,000 円

	補助額
	Ⅰ バリアフリー・安全型
	1  ×1/5　【千円未満は切り捨て】
	300,000 円

	
	Ⅱ 省エネ型
	2  ×1/5　【千円未満は切り捨て】
	400,000 円

	
	Ⅲ 防災型
	3  ×1/5　【千円未満は切り捨て】
	300,000 円

	
	Ⅳ 合計
	(Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ) 【限度額　10万円以内】【Ｂ】　　　　　　　　　　　  
	100,000 円


※他の補助金の補助対象工事費の限度額を超えた額及び内容

（該当があれば、裏面の記載が必要となります。）
　　　　　　　　　　　　（裏面）

各種公的補助等の申請に関する申出

　□住宅性能向上リフォーム工事において、他の公的補助等の申請はありません。

　■他の公的補助等の申請（予定）状況は下記のとおりです。
	
	番号
	公的補助等の区分

	
	
	

	□
	１
	住宅・建築物省エネ改修等推進事業（国土交通省）

	
	
	工事内容
	

	□
	２
	波佐見町高齢者・障害者住宅改造費助成事業

	
	
	工事内容
	

	■
	３
	波佐見町障害者等住宅改修費支給事業
※住宅性能向上にかかる部分が含まれているものに限る。

	
	
	工事内容
	キッチンの取替、畳替え

	□
	４
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	５
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	６
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	７
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	８
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	


記入方法等
１）申請（予定）の有無について□のいずれかにチェックすること。
　２）「有」の場合は、工事内容欄等に内容を記載すること。
様式第３号（第６条関係）

　令和●年●月●●日
委　　任　　状

波佐見町長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

	住所
	〒　８５９－３７９１

	
	　長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○

	フリガナ
	

	氏名
	　長崎　　太郎
	㊞

	電話番号
	　０９５６　－　８５　－　２１１１


私は、
	（代理人の勤務先名）
	㈱長崎工務店

	（代理人の勤務先住所）
	長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○－○○

	（代理人の氏名）
	長崎　次郎

	（代理人の電話番号）
	０９５６－○○－○○○○


を代理人と定め、下記に関する一切の権限を委任します。
記

委任事項
波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金申請に関する一切の手続

様式第５号（第７条関係）
令和●年●月●●日
波佐見町長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

	住所
	〒　８５９－３７９１

	
	　長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○

	フリガナ
	

	氏名
	　長崎　　太郎
	

	電話番号
	　０９５６　－　８５　－　２１１１


令和●年度波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金変更交付申請書

令和●年●月●●日付け●建設第▲▲▲号により補助金の交付決定通知のありました住宅性能向上リフォーム工事について、次のとおり変更したいので、波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付要綱第７条第１項の規定により、関係書類を添えて申請します。
１．交付決定通知
	交付決定年月日
	令和●年●月●●日
	交付決定番号
	第　　▲▲▲　　号

	交付決定額
	　１００，０００　円　　　



２．補助申請内容（ ■：変更有　　□：変更無 ）

	補助対象工事費

（別添の④の額）
	３，５００，０００円
	補助申請額

（別添のⅣの額）
	1００，０００円



３．施工業者（ □：変更有　　■：変更無 ）
	会社名
	
	所在地
	〒　　　－

	
	
	
	

	代表者
	
	電　話
	

	担当者
	
	ＦＡＸ
	



４．工事予定期間（ ■：変更有　　□：変更無 ）
	工事予定期間
	　令和●年●月●●日　～　　令和●年●月●●日


５．変更理由

	防災型工事に係る「屋根の葺き替え工事」の取り止め



※様式第５号（別添）及び要綱第７条第１項各号に定める書類を添付すること。
第５号様式　別添（表面）

補助対象工事費確認シート（ ■：変更有　□：変更無 ）

＜添付＞性能向上の内容チェックリスト（様式第２号）
	補助対象工事費等の内訳

	補助対象工事費
	性能向上部分
	■ バリアフリー・安全型　性能向上の内容
	金額

	
	
	
	□建具の取替工事　　□出入口等幅拡張工事

□手すり設置工事　　□段差解消・緩和工事

□床等の防滑工事　　■浴室の改良工事

□便所の改良工事　　□ヒートショック対策工事
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(A)

	
	
	
	
	1,500,000円

	
	
	
	裏面に該当する場合の概要※

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(B)

	
	
	
	
	円

	
	
	■ 省エネ型　性能向上の内容
	金額

	
	
	
	□外壁・床（基礎）等の断熱化工事　■窓・ガラスの断熱化工事　

□高効率給湯器等の設置工事　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(C)

	
	
	· 
	
	1,000,000円

	
	
	
	裏面に該当する場合の概要※

（　外壁に断熱塗料の施工　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(D)

	
	
	
	
	1,000,000円

	
	
	· 防災型　性能向上の内容
	金額

	
	
	
	□屋根の葺き替え工事　　　　　□外壁の張り替え工事

□基礎・柱等躯体の補強工事　　□耐震改修工事

□窓・ガラスの取り換え
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(E)

	
	
	
	
	0円

	
	
	
	裏面に該当する場合の概要※

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	(F)

	
	
	
	
	円

	
	
	1 =(A)＋(B)　バリアフリー・安全型　工事費　計
	1,500,000円

	
	
	2 =(C)＋(D)　省エネ型　　　　　　　工事費　計
	2,000,000円

	
	
	3 =(E)＋(F)　防災型　　　　　　　　工事費　計
	0円

	
	4 =①＋②＋③　　補助対象工事費等　合計
	3,500,000円

	補助対象外部分
	ａ．補助対象外工事費
	500,000円

	④＋ａ　工事費用　総額
	4,000,000円

	補助額
	Ⅰ バリアフリー・安全型
	4  ×1/5　【千円未満は切り捨て】
	100,000円

	
	Ⅱ 省エネ型
	5  ×1/5　【千円未満は切り捨て】
	100,000円

	
	Ⅲ 防災型
	6  ×1/5　【千円未満は切り捨て】
	0円

	
	Ⅳ 合計
	(Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ) 【限度額　10万円以内】　　　　　　　　　　　  
	100,000円


※他の補助金の補助対象工事費の限度額を超えた額及び内容

（該当があれば、裏面の記載が必要となります。）
（裏面）

各種公的補助等の申請に関する申出（ □：変更有　　■：変更無 ）
　□住宅性能向上リフォーム工事において、他の公的補助等の申請はありません。

　■他の公的補助等の申請（予定）状況は下記のとおりです。
	
	番号
	公的補助等の区分

	
	
	

	□
	１
	住宅・建築物省エネ改修等推進事業（国土交通省）

	
	
	工事内容
	

	□
	２
	波佐見町高齢者・障害者住宅改造費助成事業

	
	
	工事内容
	

	■
	３
	波佐見町障害者等住宅改修費支給事業
※住宅性能向上にかかる部分が含まれているものに限る。

	
	
	工事内容
	キッチンの取替、畳替え

	□
	４
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	５
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	６
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	７
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	

	□
	８
	その他、国等の補助金交付等

	
	
	補助名称
	

	
	
	工事内容
	


記入方法等
１）申請（予定）の有無について□のいずれかにチェックすること。
　２）「有」の場合は、工事内容欄等に内容を記載すること。
様式第７号（第８条関係）
令和●年●月●●日
波佐見町長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

	住所
	〒　８５９－３７９１

	
	　長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○

	フリガナ
	

	氏名
	　長崎　　太郎
	

	電話番号
	　０９５６　－　８５　－　２１１１


波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業中止届
令和●年●月●●日付け●建設第■■■号により補助金の交付決定通知のありました住宅性能向上リフォーム工事を中止したいので、波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付要綱第８条の規定により、次のとおり届け出ます。
１．交付決定通知
	交付決定年月日
	令和●年●月●●日
	交付決定番号
	第　■■■　号

	交付決定額
	１００，０００　円　　　


２．中止の理由
	例）工事資金の準備ができなくなったため



様式第８号（第９条関係）
令和●年●月●●日

波佐見町長　様


　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

	住所
	〒　８５９－３７９１

	
	　長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○

	フリガナ
	

	氏名
	　長崎　　太郎
	

	電話番号
	　０９５６　－　８５　－　２１１１


波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業完了実績報告書

令和●年●月●●日付け　　建設第■■■号により補助金の交付決定通知のありました住宅性能向上リフォーム工事が完了しましたので、波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付要綱第９条第１項の規定により、関係書類を添えて報告します。

１．交付決定通知
	交付決定年月日
	令和●年●月●●日
	交付決定番号
	第　　　■■■　　号

	交付決定額
	1００，０００　円　　　


２．完了年月日　　　　令和●年●月●●日


－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－

　本件の住宅性能向上リフォーム工事については、添付書類のとおり完了したことを証します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工者）

	会社名
	㈱長崎工務店

	代表者名
	代表取締役　長崎　花子　　　


注１）領収書又は請求書の写しに、住宅性能向上リフォーム工事にかかる工事代金を括弧書きで明示すること。

様式第12号（第11条関係）

令和　　年度波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付請求書

一金　　１００，０００　　円

令和●年●月●●日付け●建設第 ■■■ 号で額の確定の通知があった令和●年度波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金を上記のとおり交付されるよう、波佐見町住宅性能向上リフォーム支援事業補助金交付要綱第11条の規定により、請求します。
　　令和●年●月●●日
波佐見町長　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求者
住所　長崎県東彼杵郡波佐見町○郷○○番○○　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　長崎　太郎　　　　　　　　印

振込先
	 ○×　銀行・金庫
	　▲▲▲　本店・支店

	■普通　□当座
	口座番号
　１１１１１１１１
	名義人（フリガナ）
　ナガサキ　タロウ

　長崎　太郎



【問合せ先】





波佐見町役場　建設課　建設管理班





〒８５９－３７９１


長崎県東彼杵郡波佐見町宿郷６６０番地


　電話番号：０９５６－８５－３３８３


　FAX番号：０９５６－８５－７３５１


　





一戸建て住宅の考え方





150万円（50万円以上でOK）





ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・安全型


150万円





補助金額


１0万円





補助率1/5





１0万円※上限額





高齢者・障害者住宅改造助成事業





ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・安全型





改修工事費103.5万円





改修工事費②


20万円





改修工事費63.5万円





改修工事費③ 43.5万円





改修工事費①


40万円





申請者





工事


計画





補助金


交付申請





工事


着手





工事


中





工事


完了





完了実績


報告





着工前の


写真撮影





工事中の


写真撮影





完了後の


写真撮影





申請





通知





申請書の受理・審査


交付決定通知





町





報告





通知





請求





交付





報告書の受理・審査


額確定通知・補助金交付





⑤





④





③





②





①





交付決定通知交付前は、工事着手（契約）できません。（補助対象外となります）





カタログの仕様書に記載のある当該数値が「3.0」以上であれば、補助対象の商品である。


例）


6.0kw/2.0kw


⇒3.0でOK





令和４年４月１日から申請書には、押印不要となりました。（委任状・請求書は必要）





金額は税込み価格で記入してください。





【Ｂ】





【Ａ】





建設月が分からなければ空欄で構いません。





金額は税込み価格で記入してください。





他の補助金を利用する場合で、補助対象事業費を超えた額のうち、本事業の対象工事に該当する内容・額を記入する。





他の補助金を利用する場合で、他の補助対象事業費内で行う工事内容の記入。


※表面の工事内容と重複はできません。





申請者の押印が必要です。





長崎





令和４年４月１日から押印不要です。





様式第４号の日付及び番号を記載してください。


※2回目以降の変更の場合は、様式第６号となります。





変更の有無について、チェックをしてください。





変更がない場合は、記載は省略して構いません。





各項目について、変更後の内容を記載してください。


※変更箇所のみの記載ではありません。





変更の有無について、チェックをしてください。








変更なしの場合も、以前の内容を記載してください。





他の補助金を利用する場合で、他の補助対象事業費内で行う工事内容の記入。


※表面の工事内容と重複はできません。





令和４年４月１日から押印不要です。





令和４年４月１日から押印不要です。





令和４年４月１日から施工者の押印も不要です。





請求書は申請者（請求者）の押印が必要です。





長崎





※振込先は請求者名義の口座を記入してください。









